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論 文 内 容 の 要 旨

【目的1

尿路感染症(UTD惹 起性 大腸菌の 多 くは特 定の抗 原型を示す こ とが報 告されてい るが,こ れ らの抗原

び)メサ ンギウム細 胞(MsC}や 尿細 管細胞(RTC)に 対す るに対す る影響 の差 異について はい まだ 充分

には検討 され ていない.本 研究で はUTIの 原因 大腸菌の表現 型を 分析 し,α 一ヘモ リジ ン(α 一Hlv),o抗

原,K抗 原な どの諸抗 原の腎由 来培 養細胞への細 胞増殖 に対する影響 について検討 した.

【方法】

研究対 象にはUTIの122例 と対照 の23例 か ら分離 された大腸菌 を用 いた.UTI患 者の臨床病型 は,急 性

腎孟腎炎,反 復性腎孟腎 炎,慢 性 腎孟腎 炎,急 性膀胱 炎,無 症 候性菌尿,非 特 異型尿路 感染症 の6種 に分類

した.P線 毛,α 一Hly,ol,06,025,Kl抗 原の発現 を調べ,各 種臨 床病系 とこれ らの表現 形を比較検討 し

た.こ れ らの抗原 を分離精 製 し,MsCとRTCに 抗原 を種 々の濃 度で添加 して培 養 し,細 胞増殖能への影響

をMTT法 で測定 した.

【結 剰

臨 床病 型 と抗 原 表現型 の関係 で は,こ れ らの抗 原 が陽性 を示 した株 は 上部尿路 感 染症(U-UTD群

で 多 く検 出 された,MsC増 殖能へ の影響 は,06抗 原の みが200mgmlの 濃 度の添 加 によっ て対照 に比

較 して細 胞増 殖能の 増加 を認め たが,他 の抗 原 では 有意な 差は 認め なか った.RTCで は α一Hlv添 加 で

濃度 依存性 に細 胞増殖 能の低 下を認め.o抗 原添加 では全 てのo抗 原で200mg/miの 濃 度で細 胞増殖 能

の増 加を認 めた.KI抗 原添加 では 有意 な差は認 めなか った,

【考察】

α一田yとP線 毛が重 複 して陽性 を示 す もの が多 く.両 者 の遺伝 子が隣接 す るとい う報 告を支持 す る所

見 と推察 された.免 疫溶 菌反応 に対す る抑 制因子 であるK1抗 原 もU-UTI分 離 菌に 多 く認め られた.ま

た01,06,025抗 原 もU-UTIか らの 分離菌で 多 く検出 された.こ のよ うに尿 路に強 い病変 をもた らす大

腸 菌には,様 々な病 原因 子が 存在 し,U-UTI惹 起性 大腸菌 は,限 られた クロー ンの菌 による もの と推察

された.α 一HlyはRtCに 対 して強 い細胞増 殖抑制効 果を示 し,α 一Hly産 生菌が 直接 的 にRtCに 細胞 障害

性 を発現す るもの と考え られた.大 腸菌のo抗 原がMsCを 刺激 し,様 々な炎症性 サ イ トカイ ン分泌 を促

す との報 告は知 られ い るが,複 数 のo抗 原で の比較 は報 告されて いない.今 回 の検討で は,06抗 原 が標

準株のol4抗 原に比べ て強い細胞増 殖刺激性 を認め た.RtCに 対 してのo抗 原の 影響は これまでに報 告が

な く,今 回の検討で はo抗 原 の種類に関係 な く細胞増殖 刺激性 を示 した.

【結 論】

U-UTI惹 起 性大腸 菌の特 徴は,接 着 因一fであるP線 毛や。RTCに 毒性 を有す る α一Hlv,さ らにNlsC

に対する刺激性 を持つ特 異o抗 原な どの種 々の腎障害性 因fを 有する もの であ り,こ れ らは ご く限 られ た

クロー ンの菌で ある と考えられた,
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